
























                                                                 
1 専修大学日本語・日本事情プログラムでは，春期 4 週間，夏期 7 週間，冬期 12 週間，















































































間に行われたビジターセッションは合計すると 808 回，参加者は延べ 3310
名にのぼる。各コース別のセッション実施回数，ビジター参加者数は表 1 の
ようになっている。開講年・学期で開講されるクラス数及びコースの期間が
異なるので，表 1 にその年に開講されたクラス数と開講期間を示した。 
 
表 1．過去 5 年間のセッションの実施回数・参加者数（延べ人数） 
コース 川崎研修7 春コース 夏コース 秋コース 冬コース 計 
期  間 3 週間 4 週間 7 週間 12 週間 9 週間  
クラス数  5  18  23  22  24 92
実施回数 38 178 136 235 221 808
参加人数 61 881 791 906 671 3310
 
























9 週間 計 
クラス数 5 18 23 22 24 92 
ペアワーク(会話) 24 94 70 108 102 398(49.2)
意見交換 4 18 4 17 20 63(7.7) 
発表を聞いて質問 2 18 28 63 62 173(21.4)
プレゼン補助 7 39 29 41 35 151(18.6)
その他 1 9 5 6 2 23(2.8) 
計(回) 38 178 136 235 221 808 
ビジターセッションで行われた活動はペアワーク（会話・インタビューな
ど）が最も多く，全体の 49.2％，順に発表を聞いて質問が 21.4％，プレゼン
テーション補助が 18.6％，意見交換が 7.7％，その他 2.8％となっている。そ
れをレベル別に集計したのが表 3 である。 












クラス数 5 21 22 19 16 9 92 
ペアワーク 24 66 116 95 71 26 398 
意見交換 4 0 5 22 20 12 63 
発表を聞いて質問 2 20 34 34 59 24 173 
プレゼン補助 7 30 32 28 45 9 151 
その他 1 5 4 6 7 0 23 



























図 1 レベル別ビジターセッションの活動内容の割合 






























                                                                 






















2012 年春コース中級（J3）のビジターセッションの回数は表 4 のようにな
っている。全体の活動別実施回数では，全体，春コース中級ともに 2 番目に
多い「発表を聞いて質問する」は行われておらず，中級以降割合が高くなる
意見交換も 1 回のみであった。 
表 4．活動別ビジターセッション回数 
ペアワーク 意見交換 発表を聞 
いて質問 
プレゼン 
補助 その他 実施回数 





ョンを行う。具体的な内容を表 5 に示した。 
表 5 ビジターセッションの活動内容 
課 トピック ビジターセッション活動 
1 課 自分について話す 自己紹介，国，町の紹介 
2 課 誘う・断る・約束する ビジターを誘い，約束をする 
3 課 気持ちを伝える 若者言葉について情報交換を行う 
4 課 依頼する ビジターに頼む 
5 課 意見を述べる イベントを決める・意見をまとめる 











ープを決める。活動は 1 セッションまたは相手，グループを変えて 2 セッシ
ョン行う。また，ワークシートを準備し，セッションで学んだことを記述す
る欄を設けた。最後にまとめの時間を設けて，全体で発表，情報の共有，感
                                                                 
10 1 日 4 コマ（1 コマ 50 分）を週 5 日行う。1 コマ目は漢字・発音・スピーチなどの
ルーティンワークを行い，残りの 3 コマが会話に当てられる。 






















































   ②インターアクションに 







































































































































































































































『専修大学外国語論集』第 40 号，123-136. 専修大学 LL 研究室. 
大谷尚(2007)「4 ステップコーディングによる質的データ分析手法 SCAT の
                                                                 













を取り入れた授業の実践報告｣, 『講座日本語教育』第 39 分冊．79-100. 
ネウストプニー，J.V. (1995)『新しい日本語教育のために』東京：大修館書店． 
ネウストプニー，J.V. (2002)「インターアクションと日本語教育-今何が求め
られているか」『日本語教育』第 112 号，1-14． 
バンダ，ナビン(2005)「ビジターセッションの効果と日本人協力者の役割
―MOSAI 日本語学院におけるアンケートの分析から―」電子媒体 2012
年 9 月参照. 
ファン，サウクエン(2005)「開かれた日本語教室-ビジターセッションと外語
大のグローバリゼーション｣，『外語大における多文化共生：留学生支援




て：ビジタ ・ーセッション場面の分析｣，『世界の日本語教育』第 2 号. 115- 127. 
横須賀柳子(2003)「ビジターセッション活動の意義とデザイン」宮崎里司／
ヘレン・マリオット[編]『接触場面と日本語教育 ネウストプニーのイン
パクト』明治書院. 335-352. 
横溝紳一郎(2000)『日本語教師のためのアクションリサーチ』東京：凡人社. 
